


「第二の創業」に向けて
株主の皆さまへ

平成19年6月

代表取締役社長・CEO

　株主の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び
申し上げます。

平成18年度の業績の振り返り
　当社の平成18年度（平成18年4月1日～平成19年3月31日）の
連結売上高は、イメージング ソリューション部門の売上は減少した
ものの、成長領域であるインフォメーション ソリューション部門が
大きく売上を伸ばしたことに加え、海外のデジタル複合機の販売が
堅調に推移したドキュメント ソリューション部門の売上が増加し、
2兆7,825億円（前期比4.3％増）となりました。
　営業利益については、銀・アルミ等の原材料価格の高騰による
コストアップのほか、イメージングを中心に実施した構造改革
並びに平成18年度後半より開始したグループ全社のコスト改革
「スリム&ストロング活動」に伴う費用941億円を計上しましたが、
販売数量の増加や固定費削減などによって吸収し、1,130億円
（前期比60.5％増）と大幅な増益を達成しました。税引前利益
についても、投資有価証券の評価損を計上したものの、1,032億円
（前期比29.7％増）と増益になりました。当期純利益は、法人税等
が増加したことから、344億円（前期比6.9％減）でした。

構造改革の取り組みと成果
　平成17年度から平成18年度にかけて、イメージング ソリューション
部門を中心に抜本的な構造改革を実施しました。具体的には、
カラーフィルムなどの写真感光材料分野で、生産体制の再編や
人員のスリム化と徹底的な経費削減、研究開発投資の縮小、ラボ
拠点の統廃合などを進め、将来にわたり安定的に収益を確保できる
構造に転換、現在のイメージング市場に見合った事業体制に最適化
を図りました。

成長戦略の推進
　「メディカルシステム・ライフサイエンス」、「グラフィックシステム」、
「ドキュメント」、「光学デバイス」、フラットパネルディスプレイ材料や
インクジェット用材料等の「高機能材料」を重点事業分野とし、
M&Aや設備投資、研究開発投資を積極的に行っております。
また、平成18年4月に設立した「富士フイルム先進研究所」を中核

として、将来を担う新規事業・新規製品を早期に創出すべく、研究
開発を実施しております。

連結経営の強化
　平成18年10月1日より持株会社体制に移行し、グループ統括機能
を果たす富士フイルムホールディングス（株）のもと、富士フイルム
（株）と富士ゼロックス（株）を中心とした新たなグループ経営体制を
敷きました。
　平成19年2月には、これら3社の戦略的協業の拡大とシナジー
効果の創出を目指して、本社機能を東京・六本木の「東京ミッド
タウン」に集結しました。一方で、「スリム&ストロング活動」を開始し、
グループ全社を挙げて製造原価、販売費及び一般管理費、研究
開発費について徹底した効率化と重点使用を図り、より筋肉質で
強靭な企業体質の実現を目指していきます。

企業価値向上に向けて
　そして今般、今後の成長をより確実なものにするため、「成長
戦略のさらなる推進」「強靭な企業体質の実現」をテーマとする
中期経営計画「VISION75（2007）」を改めて設定しました。
「第二の創業」を果たすために重点事業分野への投資を強化する
一方、「スリム&ストロング活動」の徹底、シェアードサービスの具体化
による間接部門の効率化・機能強化などを迅速果断に推進します。
　これにより、平成19年度の営業利益は過去最高となる2,000億円を
達成し、さらに創立75周年の節目となる平成21年度には、2,500億円
以上を目指します。
　なお、拡大する利益を株主の皆様に積極的に還元していくため、
平成19年度以降、配当額と自己株式取得額を合算した金額の
連結純利益に対する比率である株主還元性向の目標を、25%に
設定いたしました。また、平成19年度の配当金を前年より10円
増配し、年間35円とする予定です。
　最後に、株主の皆様には厚く感謝申し上げますとともに、今後とも
変わらぬご理解とご支援をお願い申し上げます。
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財務ハイライト
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連結売上高 営業損失
（億円） （億円）

事業別売上構成比

※構造改革費用として、平成17年度は774億円、
　平成18年度は601億円を計上しています。

イメージング ソリューション
イメージング ソリューション部門は、カラーフィルム、デジタルカメラ、フォトフィニッシング
機器、現像プリント用のカラーペーパー・薬品・サービス等から構成されています。

　イメージング ソリューション部門では、カラーペーパーの販売がシェアアップなどによって拡大
したものの、カラーフィルム、総合ラボでの現像サービス及びデジタルミニラボの売上が減少した
影響などにより、6,054億円（前期比12.2％減）となりました。
　カラーフィルムなどの写真感光材料分野とデジタルカメラなどの電子映像事業分野を中心に
行ってきた生産体制の再編、人員のスリム化などを含む大規模な構造改革は順調に推移し、平成
18年度までに完了しました。これにより固定費の大幅な改善が図れ、安定収益を確保できる体制が
整いつつあります。
　カラーペーパーについては、主要国での市場シェアアップに加え、デジカメプリントが引き続き
好調で、売上が増加しました。デジタルカメラは、高感度・高画質に加え、世界最速※の顔検出機能
「顔キレイナビ」を搭載した「FinePix F31fd」などを中心に販売が好調でした。カラーフィルムは、
競合の市場撤退を捉えた販売促進が奏功し、市場の縮小が続く中でシェアが上昇しました。フォト
フィニッシング機器は、ノーリツ鋼機（株）との提携によりデジタルミニラボ新シリーズを開発する
など、多様化する写真プリント需要への対応を進めています。
　今後も、デジカメプリントの強力なキャンペーン展開や、デジタル・ネット・携帯電話を活用した
写真の多彩な楽しみ方の提案などを通じ、写真市場の発展に寄与していきます。

平成17～18年度に集中的に行ったイメージング分野における構造改革が完遂

　写真を見る楽しみ、飾る喜びをさらに広げていくため、国内の貴重な写真作品をデジタルアーカイブした
ウェブサイト「富士フイルム ウェブ写真美術館＆ショップ」を開設しました。国内の著名写真家の名作から
新進作家の作品まで、芸術性の高い貴重な写真をWebサイト上で心ゆくまで鑑賞することができます。
また気に入った作品は、銀写真プリントにして購入も可能です。富士フイルムは、暮らしの中に写真を取り
入れることの素晴らしさを提案し、写真文化の維持・発展に貢献していきます。

「富士フイルム ウェブ写真美術館 ＆ ショップ」オープン

　携帯電話のカメラ機能は急速に高画質化・高機能化し、
カメラ付き携帯電話での撮影ショット数が大幅に増加して
いますが、撮ったままという方も多いのではないでしょうか？
　富士フイルムは、デジタルカメラだけでなく、カメラ付き
携帯電話で撮った画像もフジカラーのお店プリントで
“カンタン・キレイ”に写真に残すことができることをアピール
するため、今春、TVCMの放映を開始し、ケータイからの
プリント需要にお応えします。

カメラ付き携帯電話の撮影画像も
フジカラーのお店プリントに！

6,054

7,430

6,894

Close up
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長瀬 智也さん、樹木 希林さん、堀北 真希さんが出演するフジカラー
プリントのTVCM。春からの新バージョンでは、カメラ付き携帯電話で
撮影した画像もフジカラーのお店で“写真にできること”をコミカルに
訴求しています。

http://fujifilmmuseum.com

※平成19年2月現在、当社調べ
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液晶テレビの大型化に対応した
超広幅「フジタック」の開発・生産拠点を足柄に新設

インフォメーション ソリューション
インフォメーション ソリューション部門は、メディカルシステム・ライフサイエンス機材、
グラフィックシステム機材、フラットパネルディスプレイ材料、記録メディア、光学
デバイス、電子材料、インクジェット用材料等から構成されています。

　インフォメーション ソリューション部門では、メディカルシステム事業、グラフィック
システム事業、フラットパネルディスプレイ材料事業をはじめ、すべての事業で大幅に
売上を拡大し、売上高は前期比17.0％増の1兆261億円を記録しました。
　メディカルシステム事業では、デジタルX線画像診断システム「FCR」やドライフィルム
などの機器・材料製品、医用画像情報ネットワークシステム「SYNAPSE」、内視鏡製品
などの販売が伸長しました。CR方式のシステムとして、世界で初めてマンモグラフィ
用途でのPMA認可を取得し米国市場で発売した「FCRマンモグラフィシステム」や、
「経鼻内視鏡」などの特長ある製品が国内外に高く評価されました。
　グラフィックシステム事業では、CTPプレートの生産能力を世界四極生産体制のもとで
増強し、販売を大幅に伸ばしました。
　フラットパネルディスプレイ材料事業では、主要製品「フジタック」「WVフィルム」の
需要拡大や、高付加価値フィルムの販売増により、売上が増加しました。
　さらに記録メディア事業で主力製品「LTO Ultrium3」、ハイエンドのIBM社「3592」用
データカートリッジの売上拡大、情報・産業機材事業では、光学デバイスの分野で、高付
加価値の小型・軽量・高画質でオートフォーカス・ズーム対応のカメラ付き携帯電話用
レンズユニットの売上拡大、さらにインクジェットプリンター向けインク材料や放射性医薬品
など、新規に複数の連結子会社の売上が加わりました。
　今後も、医療画像診断分野におけるIT化・ネットワーク化、商業印刷分野におけるCTP化、
液晶ディスプレイの大画面化などに対し、成長戦略に基づいて、M&Aの活用や生産能力
増強、市場ニーズに対応した商品開発・生産体制の拡充を進めていきます。

メディカル製品・サービス、印刷CTPプレート、
フラットパネルディスプレイ材料を中心に大幅に売上増
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※構造改革費用として、平成17年度は86億円、
　平成18年度は173億円を計上しています。

　1滴の血液（数μL）から体質の個人差を決定づける
遺伝子（SNPs）の検査を、SMAPS法※を使い、
全自動かつ迅速に行える「迅速遺伝子検査システム」
を開発、平成20年をめどに製品化することを目指して
います。これにより、検査結果を得るまでに数時間～
数日かかっていたのが、30分程度に短縮できます。
また、持ち運びできるサイズに小型化することで、
診察室や病室のベッドサイドなどでの検査も可能に
なります。
　遺伝子のタイプを判別して最適な薬を選択し、
適切な投薬量を処方することや、抗がん剤の効果
予測診断に応用するなど、患者の体質に応じた
「テーラーメード医療」
の実現に、富士フイルム
は貢献していきます。

Close up

「迅速遺伝子検査システム」を開発

　液晶ディスプレイに使用される偏光板保護フィルム「フジタック」は、
市場の成長に伴って需要が拡大しています。特にディスプレイサイズ
の大型化が急速に進んでいるため、富士フイルム 神奈川工場 足柄
サイトに、40インチ以上の大型液晶テレビ用材料を効率的に生産で
きる超広幅「フジタック」生産工場を建設、平成20年4月に稼働予定
です。この工場には研究開発機能も付設し、市場導入までのスピード
を早めていきます。

※LTO Ultriumは、IBM社、Hewlett-Packard社、Quantum社の米国及びその他の国における登録商標です。

世界初！　全自動で遺伝子（SNPs）検査ができる

※目標とする遺伝子を増幅し、
一塩基の違いを検出する、
理化学研究所と（株）ダナ
フォームが発明した独自の
DNA等温増幅手法

検査機（上）と
検出チップ（右）

Information Solutions
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ドキュメント ソリューション
ドキュメント ソリューション部門は、オフィス用複写機・複合機、プリンター、プロダクションサービス
関連商品、用紙、消耗品、オフィスサービス等から構成されています。

　ドキュメント ソリューション部門の連結売上高は、カラーデジタル複合機の販売が欧米向け輸出、
及びアジア・中国地域を中心に好調に推移し、1兆1,510億円（前期比4.6%増）となりました。
　オフィスプロダクト事業では、国内は基幹システムとの連携やネットワークセキュリティ機能を強化
したカラー複合機「ApeosPort-Ⅱ」の販売が拡大。欧米向け輸出では、中高速のカラー機や高速
モノクロ機が好調を維持し、アジア・中国地域でもカラー機の販売が大幅に増加しました。
　オフィスプリンター事業では、自社ブランド品の小型・低価格・省エネが特長のA3カラーレーザー
プリンター「DocuPrint C3050」や、欧米OEM向け輸出ではコストパフォーマンスに優れた中速
モノクロ機、アジア・中国地域はカラー／モノクロ機の双方が販売を伸ばしました。
　プロダクションサービス事業では、国内外ともにカラー・オンデマンド・パブリッシングシステムの
販売が大幅に増加。エントリーモデルの「DocuColor 5000 Digital Press」や、モノクロの
中規模システム「DocuCentre f1100 GA」を発売するなど、品揃えを強化しています。
　オフィスサービス事業では、ドキュメントアウトソーシングが引き続き伸張。さらに、企業関連の
法整備に伴う内部統制強化の要請に応えるため、内部統制プロジェクト支援ソフトウェア「Apeos 
PEMaster」を発売したほか、内部統制専門の営業組織も新設しました。

海外を中心にデジタル複合機の販売が堅調に推移

　富士ゼロックスの国際認証センターは、商品安全関連評価システムについて、ベルギー経済省国際試験認定
（BELAC）による電気的・機械的安全性評価試験、レーザーの安全性試験、排出化学物質試験の3分野の認証を取
得しました。すでに認証取得した電磁両立性、騒音、無線と合わせ、デジタル複合機やプリンターなど電気・電子機器に
要求されるすべての安全項目を、公平、迅速、正確に評価する体制を確立しました。
　ベルギー政府は、各国政府間と商品安全に関する相互認証を行っているため、富士ゼロックスが実施する評価結果
により、例えば、欧州及び北米における無線検査や、ドイツの環境ラベル「Blue Angel Mark」が定める複写機／
プリンターの騒音検査について、現地出荷前の追加試験が免除されます。

国内初！ 商品安全関連評価がすべて実施可能に  ベルギー政府の国際試験所認定を追加取得

　全国約11,500店のセブン-イレブンに導入されている
富士ゼロックス製「マルチコピー機」を使って、今回、
MicrosoftⓇ Windows VistaTMのイメージング対応
として、富士フイルムが提供しているフジカラーネット
サービスと同様、新たにデジカメプリントのオンライン
サービスがメニューに登場！
　マイクロソフト（株）、（株）セブン-イレブン・ジャパン、
富士ゼロックス（株）共同で提供を開始した「セブン-イレブン
店頭プリント」がWindows VistaTM標準機能になり、
パソコンの［スタート］メニューから簡単操作でデジカメ
プリントが可能になりました。注文した画像は、全国の
セブン-イレブンでプリントできるため、遠くにいる家族や
友人に予約番号を伝えることにより、直接プリントを
受け取れます。

Windows VistaTM標準メニューに
デジカメプリント・オンラインサービス追加
新たにセブン-イレブン店頭のマルチコピー機を利用

Close up

Document Solutions

連結売上高

0

5,000

10,000

11,007

10,157

営業利益

0

500

1,000

670

11,510

612

1,004

（億円） （億円）

事業別売上構成比

平成16年度 17年度 18年度 平成16年度 17年度
※平成16年度は、厚生年金基金の代行返上を
　含んでいます。
※構造改革費用として、平成18年度は
　167億円を計上しています。

18年度

オフィス
プロダクト
約55%

オフィス
プリンター
約17%

プロダクション
サービス
約11%

オフィス
サービス
約6%
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銀座・並木通りの富士フイルム本社跡地には、「銀座Velvia館」がオープン

　富士フイルムホールディングスの本社機能を六本木の東京ミッドタウンに集結させたのを機に、
富士フイルム初の複合型ショールーム「FUJIFILM SQUARE」を本社ビルの1～2階に開設
しました。この複合型ショールームには、幅広い年代の方々に新たな切り口から「写真」の過去・
現在・未来に触れ、知って、楽しんでいただきたいという想いが込められています。くつろいだ
雰囲気の中で、富士フイルムが提案するアート・文化としての写真の素晴らしさを体験してください。
また、ヘルスケア製品や当社のさまざまな事業に触れていただくコーナーもあります。

　銀座二丁目の並木通り沿い、昭和24年から44年まで富士フイルムが本社を構えていた当社所有地に、都市型商業
テナントビル「銀座Velvia館」がオープンしました。この施設は、世界的に有名なサー・テレンス・コンランがプロデュース
するレストランや、銀座初出店のインテリアショップなど、個性的な33店舗が出店し、大人が楽しめる質の高い製品や
サービスを提供しています。
　名称の“Velvia”には、「ベルベットのような高い質感のスペース」という意味合いが込められており、質感を美しく
表現する富士フイルムの超高画質フィルム「Velvia」に由来しています。なお、「銀座Velvia館」のマネジメント業務は、
銀座エリアで「銀座並木通りビル」「交詢ビルディング」などの開発・運営に実績を持つ三井不動産が担います。

　個性の異なる2つのフォトギャラリーでは、さまざまな分野・テーマによる
企画展や、写真家によるテーマ展、一般公募により選ばれた作品展・グループ
展などを開催しています。
　富士フイルムフォトサロンの隣の「FUJIFILM PHOTO MUSEUM」では、
歴史的価値のあるアンティークカメラや写真など、富士フイルムの秘蔵
コレクションやこれまでに発売された製品の数々を公開しています。

　豊かな自然、愛らしい動物など、約3,000点の写真作品の中からお気に
入りの1枚をフォトフレームとともにチョイス。高画質プリント＋額装にて販売
いたします。あなたも写真作品を部屋に飾る楽しみを味わい、写真のある
豊かな暮らしをしてみませんか？　写真作品のポストカードも多数用意して
います。

　富士ゼロックスは、昭和63年から版画コレクション
の蒐集を始め、平成15年に旧本社（赤坂・溜池山王）で
公開しました。今回、本社移転とともに、東京ミッド
タウン・ガレリア3階に「Fuji Xerox Art Space」として
リニューアルオープン！
　ピカソやマチス、ポロックやウォーホルなどの著名
作家の作品から、シュルレアリスムやダダ、バウハウス
など、20世紀の美術を概観できるように体系的に
集めたコレクションを中心に、常時約20～40点を
展示しています。
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話題の六本木・東京ミッドタウンに

「写真文化」の新たな情報発信拠点　

ミッドタウン・ウェストの1～2階、
外苑東通りに面したところに設けられた「FUJIFILM SQUARE」。 
“SQUARE＝広場”という名前どおり、多くの方々が集う空間となっています。

営業時間 11:00～20:00　無休（年末年始を除く）

ギャラリー「PHOTO IS」・富士フイルムフォトサロン

フォトマルシェ

オープン

http://www.midcity.jp/velviakan/

http://fuj ifilmsquare.jp/

富士ゼロックスの版画コレクションも
東京ミッドタウンで公開
「Fuji Xerox Art Space」

営業時間 11:00～21:00
休館日 展示入れ替え期間及び年末年始 入場無料

入館無料



　富士フイルムグループは、平成18年度における中期経営計画「VISION75（2006）」の遂行により、今後の成長を実現していくための枠組みを構築
できました。平成19年度は、この枠組みを最大限に活かして新しい企業価値を創出し、「第二の創業」を果たすための強固な基盤を作る段階です。目標達成に
向けた成長戦略の中から、特に注力しているメディカルシステム事業とグラフィックシステム事業の強化策をご紹介します。
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「第二の創業」を果たすために

成長戦略のさらなる推進
～メディカルシステム事業、グラフィックシステム事業～

メディカルシステム事業

事業領域の拡大とポートフォリオの転換
　富士フイルムグループでは、メディカルシステム事業を重点事業分野の
一つと捉え、積極的なM&Aやアライアンス、他社との共同開発などを
行っています。独自の優れたコア技術・製品に外部から得る技術・製品を
組み合わせることで、近隣領域に事業ドメインを広げてビジネスチャンス
を拡大していくとともに、フィルム主体から、機器・ソフトウエア・ネットワーク
主体への事業構造に転換を図り、新たな成長を実現していきます。

　X線画像診断分野には超音波画像診断が、形態画像診断分野には機能
画像診断が加わったほか、画像情報システムでは、放射線部門向けPACS
に内視鏡や超音波、循環器部門向けの画像診断システムを統合し、総合的な
画像診断システムの構築を提案します。そして、医療の質や効率を上げる
ソリューションを提供し、医用画像システムのリーディングカンパニーとして、
確固たる地位を築いていきます。

「第
二の
創業
」に向

け、収
益拡
大を
目指
す

■M&Aや提携を積極的に活用し、事業領域を広げる富士フイルムグループのメディカルシステム事業

デジタルX線
画像診断システム
「FDR」

電子内視鏡 放射線医薬品

医用画像情報
ネットワークシステム

内視鏡・超音波・病理部門システム

「SYNAPSE」

富士フイルムと日立
メディコによる共同開発

新たに超音波診断分野に参入

統合的な画像診断
ソリューションを提供

ダブルバルーン電子内視鏡システムなどを
製品化するフジノンと、世界で初めてカプセル
内視鏡を導入したギブン イメージングとが連携

循環器部門向け医療画像情報システムと連携

 CR搭載移動型X線装置
「Sirius Ubiquitas」

音波画像診断装置
「FAZONE M」

X線検査 核医学検査内視鏡検査超音波検査

機能画像診断

住商情報システムより、
内視鏡・超音波・病理部門
システム事業を譲受

カプセル内視鏡の販売・部品供給、
及び次世代内視鏡開発において、
フジノンがギブン イメージングと
業務提携

循環器部門向け
医療画像情報システムメーカー
Problem Solving Concepts Inc.を買収

「NEXUS」

形態画像診断

デジタルX線
画像診断システム
「FCR」

※画像はGiven Imaging Ltd.より提供



     IR TOPICS

●北米市場から順次エリア拡大
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中期経営計画「VISION75（2007）」の重点課題

成長戦略のさらなる推進

■中期経営計画「VISION75（2007）」の経営目標

グラフィックシステム事業

刷版生産体制の拡充と
業務用インクジェットプリンター事業へ本格参入
　印刷システムなどを担うグラフィックシステム事業では、世界的に需要
拡大が見込まれるCTP版を中心としたオフセット印刷用刷版の事業拡大を
図るため、日本・米国・オランダ・中国の世界四極での生産体制を増強し、
高品質・高付加価値の製品ラインアップを武器に、ワールドワイドでの販売力
の強化を進めていきます。

　また、グラフィックシステム事業においても、事業領域を拡大することは
重要な戦略です。印刷のデジタル化の進展により急速に拡大しているインク
ジェットプリンター市場において、これまでに培ってきた印刷技術や画像
処理技術、販路、サポート体制を活かし、付加価値の高い製品・サービスを
市場投入していきます。

●中国・アジア向け 

中国・蘇州 富士膠片印版（蘇州）有限公司
PS版／CTP版新工場 本格稼働
　成長著しい中国では、オフセット印刷用刷版（PS版／CTP版）の需要も急拡大しています。富士フイルムは、平成12年
10月に、刷版生産拠点として、合弁会社 富士星光有限公司を設立。平成17年1月には、中国で2番目となる生産拠点、
富士膠片印版（蘇州）有限公司を設立し、本年3月に本格稼働させました。中国の生産拠点として同社を加えることで、
中国国内の需要を満たすとともに、アジアなどへの輸出拠点としても活用していきます。

業務用インクジェットプリンター事業へ本格参入
　UVインク・溶剤インク対応のインクジェットプリンターは、スクリーン印刷会社、看板・サインディスプレイ会社、
フォトラボ、商業印刷会社などにおいて、屋外広告・看板・サインディスプレイ・POP製作などの用途に使用されています。
富士フイルムグループの英国 FUJIFILM Sericol社は、独自の開発・製造ノウハウにより、色再現域が広く、鮮やかな
色彩表現が可能という特徴を持つUVインク・溶剤インクを製造・販売しており、このインクに対応したインクジェット
プリンターを、本年4月より北米市場で販売を開始しました。今後は、富士フイルムグループのワールドワイドな販売網を最
大限に活用し、ベストマッチングなインク＋インクジェットプリンターをパッケージにした業務用インクジェット事業分野
の事業拡大を図っていきます。

平成21年度
「第二の創業」マイルストーンへの到達

強靱な企業体質の実現

北米で販売開始した
UVインク対応インクジェットプリンター

平成19年3月に稼働を開始した
富士膠片印版（蘇州）有限公司

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

平成18年度
（実績）

平成21年度
（計画）

売上高（億円） 営業利益（億円）

2,500以上

平成19年度
（予想）

2,000

1.130

売上高

営業利益

31,500
28,50027,825

「第
二の
創業
」に向

け、収
益拡
大を
目指
す

「第
二の
創業
」に向

け、収
益拡
大を
目指
す

「第
二の
創業
」に向

け、収
益拡
大を
目指
す



負債の部

流動負債

固定負債

少数株主持分

781,364

449,202

112,028

722,906

221,539

119,549

■連結貸借対照表

資産の部

流動資産

投資及び長期債権

有形固定資産及び
その他の資産

資産合計

1,585,249

484,672

1,249,181

3,319,102

1,372,460

462,851

1,192,180

3,027,491

単位：百万円

注）平成18年度と平成17年度の連結損益計算書の利益には、それぞれ、941億円と
　 860億円の構造改革費用の影響が含まれています。

資本の部

資本金

資本剰余金

利益剰余金

その他

資本合計

負債及び資本合計

40,363

68,412

1,840,168

27,565

1,976,508

3,319,102

40,363

68,412

1,818,610

36,112

1,963,497

3,027,491

科 目 平成18年度 平成17年度

連結財務諸表

■連結損益計算書

売上高

営業利益

税引前利益

当期純利益

2,782,526

113,062

103,264

34,446

2,667,495

70,436

79,615

37,016

単位：百万円

科 目 平成18年度 平成17年度

■連結キャッシュ・フロー計算書

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

為替変動による現金及び
現金同等物への影響

現金及び現金同等物
純増加・純減少（△）

現金及び現金同等物期首残高

現金及び現金同等物期末残高

297,276

△298,001

158,287

8,559

166,121

218,598

384,719

272,558

△272,129

△80,309

10,321

△69,559

288,157

218,598

単位：百万円

科 目 平成18年度 平成17年度



■所有者別分布（株式数と比率）

金融機関

証券会社

その他法人

個人・その他

外国法人等

自己株式

計　

187,865千株

9,082千株

20,084千株

35,800千株

258,329千株

3,466千株

514,626千株

（36.5％）

（  1.7％）

（  3.9％）

（  7.0％）

（50.2％）

（0.7％）

（ 100％）

（35.2%）

（  1.3％）

（  3.7％）

（  7.9%）

（51.1%）

（0.8%）

（ 100％）

180,939千株

6,447千株

19,278千株

40,613千株

262,989千株

4,360千株

514,626千株

平成18年度 平成17年度

■株式の状況

株主数

発行済株式数

31,551名

514,626千株
（平成19年3月31日） （平成18年3月31日）

（平成19年3月31日） （平成18年3月31日）

31,455名

514,626千株

平成18年度 平成17年度

株主と株式の概況

■株価（高値・安値）及び株式売買高の推移

株価及び株式売買高は、東京証券取引所におけるものです。

会社概要

株主メモ

設 立
資 本 金

連結従業員数
本 社

昭和9年1月20日
40,363百万円（平成19年3月31日現在）

76,358名
東京都港区赤坂9丁目7番3号（東京ミッドタウン）

事業年度末日
定時株主総会
公 告 掲 載

株主名簿管理人

同事務取扱場所

〒137-8081 
東京都江東区東砂7丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
電話（通話料無料）0120-232-711

東京都千代田区丸の内1丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

三菱UFJ信託銀行株式会社　全国各支店
野村證券株式会社　全国本支店

3月31日
6月下旬
当社ホームページに掲載します。
URL（アドレス）は次のとおりです。　

東京都千代田区丸の内1丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

（同送付先・連絡先）

単 元 株 式 数 100株

同 取 次 所

単元未満株式の買取請求及び買増請求について

インターネットで当社に関する情報がご覧になれます。

http://www.fujifilmholdings.com

株式関係のお手続き用紙のご請求は、次の三菱UFJ信託銀行の
電話及びインターネットでも24時間承っております。
電話（通話料無料）0120-244-479（本店証券代行部）
　　　　　　　　 0120-684-479（大阪証券代行部）
インターネットホームページ　http://www.tr.mufg.jp/daikou/

単元未満株式（1株から99株の株式）の買取請求（ご売却）及び買増
請求（ご購入）については、上記の事務取扱場所・取次所でお取扱
いたしております。ただし（株）証券保管振替機構に株券を預託されている
場合には、お取引の証券会社にお申し出ください。

本誌はアメリカ大豆協会が認定
する環境にやさしい大豆油
インキを使用しています。

〒107-0052 東京都港区赤坂9丁目7番3号　
電話 (03)6271-1111(大代表)

http://www.fujifilmholdings.com
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告を
することができない場合は、日本経済新聞に掲載します。

株価
株式売買高

４,０００円

４,5００円

5,0００円

5,5００円

３,５００円

千万株
8.0

6.0

4.0

2.0

0
平成18/4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

表紙写真「マッターホルン倒映」　写真家：白籏 史朗氏  
昭和8年、山梨県生まれ。国際的な山岳写真家として活躍。
「南アルプス山岳写真館･白籏史朗記念館」（山梨県南巨摩郡）、「白籏史朗写真館」（同大月市）がある。
※この写真は、「富士フイルム ウェブ写真美術館＆ショップ」サイトで（2ページ参照）購入できます。



東京ミッドタウン FUJIFILM SQUARE 1Fに
ヘルスケア商品初のアンテナショップ

FUJIFILM ヘルスケア ラボ
店内にテスターもご用意しております。

【通販専用】ご注文はインターネット・電話・FAXで

スキンケア＆サプリメント
全商品ご購入いただけます。
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